
回答数：５１件

Ｑ１．人事データ活用に関する取り組み状況は？ Ｑ２．今後の人材データ活用に関する方向は？

積極的に取り組んでいる 7 さらに強化していきたい 21

それなりに取り組んでいる 22
取り組みはまだまだこれからだ

が、
27

あまり取り組んでいない 21 それほど必要性は感じていない 2

わからない 1 わからない 1

Ｑ３．人材データを活用する主な目的はどれか　(複数選択）

勘と経験だけに頼らない、人事に関する意思決定精度の向上44

現場管理者層への意志決定支援の強化 32

人事部門から従業員への価値提供レベルの向上 29

人事業務の効率化 26

その他 7

特になし 2

わからない 1

（提供・開示するデータの範囲の違いはあるかと思うが）

Ｑ４．現在、人材データを提供・開示している対象範囲は？　(複数選択）

本社人事部門 45

経営幹部層 36

事業所人事・部門人事 23

現場の管理者層 19

従業員本人 11

経営企画部門 4

その他 1

わからない 2
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勘と経験だけに頼らない、人事に関する意思決定精度の向上

現場管理者層への意志決定支援の強化

人事部門から従業員への価値提供レベルの向上

人事業務の効率化

その他

特になし

わからない

（件）

その他：

・データ開示を始めたばかりで、その範囲や活用方法を検討している最中。

その他：

・人事部門におけるデータサイエンス（DX）化

・組織デザイン、経営分野への貢献

・適材配置・マッチング向上

・最適な社内人財配置の実現

・埋もれた人材の掘り起こし

・従業員のキャリア形成支援

・グループ間の人事交流を通じた人材の育成

積極的に取り組んでいる

14%

それなりに取り組んでいる

43%

あまり取り組んでいない

41%

わからない

2%

さらに強化していきたい

41%

取り組みはまだまだこれからだが、

強化していきたい

53%

それほど必要性は

感じていない

4%

わからない

2%
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Q５．今後の人材データ活用の方向について

利用範囲を拡げ、現場主導での

データ活用が進むようにしたい
35

あくまで人事部門を中心とした最少範囲

に止めたい
8

その他 3

わからない 5

Q６．（現在実施の如何を問わず）人材データを活用し、質を高めたいテーマはどれか（複数選択）

適正配置/配属・要員計画 48

育成・教育 39

管理者層へのマネジメント支援 34

評価 32

キャリアデザイン支援 32

定着率・エンゲージメントの向上 27

ハイ・パフォーマー分析 25

離職予防 19

採用選考 17

労務管理 12

健康・ウェルビーイングの向上 11

その他 1

わからない 1

特になし 0

Q７．現在データ化し、取り出せる人材関連データはどれか（複数選択）

基本属性情報（年齢・性別・学歴・雇用管理区分・役職等）50

給与・報酬関連情報（等級・給与・賞与・年収等） 45

評価情報（人事評価・業績評価・360度評価等） 44

経歴情報（職歴・人事異動） 44

勤怠情報（勤怠実績・休暇・実労働時間等） 43

育成情報（研修履歴等） 27

スキル情報（専門スキル・MGスキル・保有資格等）27

キャリアプラン情報（希望職種・希望勤務地・公募実績等）21

各種従業員調査結果(意識調査･満足度調査･エンゲージメント調査等)14

健康関連情報（コンディション等） 8

パルスサーベイ 5

性格特性（パーソナリティ）情報 4

1on1面談データ 4

ビジネスデータ（個人・所属組織の売上・利益等） 3

ワークスタイル情報 1

その他 1

わからない 1

SNS関連情報 0

利用範囲を拡げ、現場主導での

データ活用が進むようにしたい

68%
あくまで人事部門を中心とした

最少範囲に止めたい

16%

その他

6%

わからない

10%
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その他：

・主要ポストの後継者管理／育成
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評価情報（人事評価・業績評価・360度評価等）

経歴情報（職歴・人事異動）

勤怠情報（勤怠実績・休暇・実労働時間等）

育成情報（研修履歴等）

スキル情報（専門スキル・MGスキル・保有資格等）

キャリアプラン情報（希望職種・希望勤務地・公募実績等）

各種従業員調査結果(意識調査･満足度調査･エンゲージメント調査等)

健康関連情報（コンディション等）

パルスサーベイ

性格特性（パーソナリティ）情報

1on1面談データ

ビジネスデータ（個人・所属組織の売上・利益等）

ワークスタイル情報

その他

（件）

その他：

・各国バラバラのシステムなので、

グローバルビジネスにおけるデータ取得という意味では

スピーディーなデータ取得は「不可」 。

その他：

・グループ横串の親会社主導

・人事部門でのフル活用に加え、分析結果などは従来どおり。

必要に応じ、経営層や所属部門、本人へ開示する方向。

・人事部門が主体だが、現場の責任者に関しては活用度を上げたい。
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Q８．データ分析のためのツール・システムを活用しているか（複数選択）

EXCELや既存の人事システムを活用 38
BIツール(多様なデータを収集･蓄積･分

析･報告し,
11

専門的な統計分析ツール 2

その他 2

わからない 2

Q９．人事データを活用するための体制について（複数選択）

必要に応じて、ベンダーやコンサルタン

ト等、

外部のリソースも活用したい

18

特に計画や予定はない 15

（人事部門の内外を問わず）

既に専門組織の設置や専門家の配置を行

なっている

9

今後、専門組織の設置や専門家の配置を行ないたい 7

その他 2

わからない 5
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専門的な統計分析ツール

その他

わからない

（件）

その他：

・人事情報システムのサブシステムとして内製したもの

・タレマネを導入予定
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（人事部門の内外を問わず）

既に専門組織の設置や専門家の配置を行なっている

今後、専門組織の設置や専門家の配置を行ないたい

その他

わからない

（件）

その他：

・データ活用できるようシステム利用方法の見直しから

行っている段階。体制としては人事部門内の職制にて。

・人事内でデータがわかる人を増やしたい。
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